
入門期の教材 と扱い方

木 村 宗 男

ま え お き

〔1〕 近代語を外国語 として教えるばあい,音 声言語による意思伝達の

訓練から始めることを正統とする考えは・こんにちでは一般的なものとな

っている。

〔2〕 戦前でも日本人によって行なわれた 日本語教育では,内 地 ・外地

を問わず,音 声言語の修得を学習の基礎 とした。

〔3〕 戦後,い ろいろの理由から日本語を学ぽ うとする外国人が多くな

り,ま た,専 門的な 日本研究の領域でもフィール ド・ワークを重視するよ

うになったなどのため,音 声言語としての目本語教材への要求が高まって

きた。

〔4〕 これに応 じて,国 内,国 外で大小無数の日本語教材が出版され,

その後も数多 くの教材作成が進行中である。

〔5〕 ことに米国では,戦 後著 しく発達 した構造言語学を指導理論とす

る音声言語教材がい くつか作成され,い ま進行中のものも多い。(教材書目

参照)

〔6〕 これまでも,日 本語の会話指導書と銘打 ったものが,内 ・外人に

よって,多 数出版 されたが,口 語文法の解説書の域を出ないものか,い わ

ゆる日常会話を話題によって分類 したにすぎないものかであった。

〔7〕 新 しい 日本語教科書は,日 本語の構造を音声 ・文法 ・語彙 ・語法

などの角度から記述言語学的に分析 して得た資料と,語 彙調査に基づいて

選んだ基礎語彙 とを,口 頭指導に適するように配列 し,そ れに豊富な練習
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用材料 を加えて作成 され るので・構成 ・醒列 の点で も古い もの とは著 しく

異なる。

〔8〕 当語学教 育研 究所 でもこの よ うな手順 で,早 稲田大学に在学す る

外国学生用 の教科 書を作 成中である。現在 までに形にな った ものは講 習期

問中教材展示室 に出 してある。

〔8〕 このよ うな新 しい構成配列が明瞭に見 られる既 刊教科書の 中,日

本語教育 の分野で,何 か と話題にな ることの多い5種 の教科 書 を取 り上げ

て入門期の教材 のあ り方 と扱い方 を調べ てみる。国際学友 会 の入 門用 教科

書NihongonQHanasikataも 広 く使 むれ てお り,取 り.乱げたいが,短

い時問に話をま とめる必要上,比 較 の 容 易な下記5種 にか ぎるこ とに し

た?

1・NaoeNaganuma,朋5κ.1!{P!{N石 ∫ ωU駕 瓦1950

(以下Naganumaと す る)

2.SamuelE。Mardn,E∫ ∫EN7!月L∫ オP!1N.E5ε 、1954.

(以 下Mar〔inと す る)

3・EleanQrE[aτzJoエden,βE61NNING∫14P/ヨN万5二 εシ1962

(以下 ∫ordcnと す る)

4・ 国 際基督教 大学 日本 語科 ・、∫OP.ERN∫ ヨP辺N五5五FORUM-

VER51TY5TUPENT5』PartI,1963(以 下 更(⊃Uと す る〉

5、JohnYoungandKimikoNakajima,L亙4RN1/望P凶NE∫E,1964

似 下Youngと す る)

各 教 科 書 の 構 成

1本 文

〔1〕Naganuma

Ma1nText全50課 。 ・ヘボ ン式 ローマ字。 英訳な し。本文 中の単語

1072っ 言果に よって問答 ・叙述 ・物語 な どが ある。晃唄こ、本 文 と関係 な く
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暗記す べき短文Conversatioロa1Express量ons(和 ・英)が 各課に5題

ずつ 割 り当て られて,本 文 を補 う。週15時 間で14週 間 が標準速度。

〔2〕Martin

BasicSenteqces全10課qヘ ボ ン式 ローマ字。 ア クセ ン ト記号つ き。

和英対照。構造分析 はBemardBlochに 従 い,語 彙 よ りも構造 を主 眼

として編 んだ。金 田一京助 明解国語 辞典,NHKア ク セ ン ト辞典 を参考

とした。週10剣15時 問 で10週 分 の内容 。

〔3)」 。エden

BasicDialogueslForMemorizationが 本 文qPart1,20課pP誕rt

2,15課 。 ローマ字つ づ りは訓令式 に近 い。長音 は母音 を重ねて表わす。

ア クセ ン ト記 号つ き。ア クセン ト表記 は徹底 していて,本 書 中のあ らゆ

る 日本語 に一語 も余す ところな くアクセ ン ト記号をつ けている。英文 を

左に和文を右に並べて・まず英文 で意味を知 ってか ら 日本 文を読 むよ う

にな っている。すべ て 日本語 につい て分析 的に解説 して,わ か らせ てか

ら覚え させ る とい う ∫ordenの や り方の現われである。各課 を完全 にマ

スター してか ら次へ進む ことを強調 し,何 時間で終え るか標 準を示 して

いない。他の書 とちが って,本 文 はす べて会話の形式で分量は いちばん

多い。語数概算2,000.

〔411CU

ふ つ う各課 のは じめに置 く本文は ない 。 課の終わ りにConversation

(20課 ま では ローマ字)とReadingandWriting(1課 か らひ らがな と

漢宇〉 があ る.5種 の うち1課 か ら文字 を教え るのは本書 だけ。全40

課 で漢 字は400。 各 課 を4時 間の授 業で終 えるとしているが,学 生が よ

ぽど勉強 しない とむずか しい 。 ローマ字つ づ りは独 自の発音式で,ち ・

つ ・んは それ ぞれci・CU・Nで ・長音は母音 を重ね て表わす・無声化
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母音を斜線で示す。すべての文の英訳と漢字ま じりひらがな文の ローマ

字による読み方がぺ一ジのうらにある。 日本文と英文を 並べて見せな

いo

〔5〕Y・ung

本 文 はDiabgueで4巻 通 じて会話の形式だが,II巻 以 後はDialoguc

の 前 にP【esen亡ationと して短い説 明文がつ く。1巻 で はこの位 置にUse-

fulExpressionsが 来 る。1巻 は修 正ヘボ ン式 で・ ア クセ ン トとイ ン ト

ネ ーシ ョンを示す。II巻 以後 ひ らが鷹 と漢字 を使 う。 本文 と向い合 う

ぺ 一ジは必ず さ し絵にな ってい て単調 さを破 る。 活字 の大 きさ,字 体,

組 み方に も工夫が見 られ る。本 文の英 訳は巻末 の付録 に納 めてい る・

H文.型

〔1〕Nagaauma

数 式 化 されたパ ター ンは示さないが,BasicSentencesと して,本 文

か ら抜 き出 した基本文章 を並べ,和 英対照で示す。

〔2〕Maπtin

特 に文型 として まとめた部分 はない。文 法の解説 中必 要に応 じてパ タ

ー ンを使 う。

〔3〕Jorden

文 型 とい う名で まとめた部分はない。パ ター ンもどこに も見当た らな

い。パ ター ンを示 さないで,徹 底 的反覆練 習によって実質的 な文型 を植

えつ けるこ とを教師に要求 している とみえる。

〔4〕ICU

その課で扱 う文型の文法要素を数式化 したパターンを各課のは じめに
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出す。パターンを強調する著者の考えが端的に示されている。

〔5〕Young

PatternSen亡encesと して,パ ターンと例文 を1語1語 対照 して示す。

巻末にも う一度各課のパ ター ンをま とめて 出 してい る。

パターンは文型を強 く印象づける働きをする。教科書にパターンがな

いときは,教 師がつ くって与えることも効果がある。

III語 句 の 訳

各課の新語を取 り出 して,ア クセント記号 をつけ・外国語訳を与え,

必要に応 じて意味範囲・用法上の注意を与える。 日本語と外国語の意味・

用法が完全に対応するものは実際にはあま りないか ら,外 国訳 とい うも

のはほんの理解のための手がか りにす ぎない。教科書中に示 された外国

語訳を教師はひとつひとつ検討す る必要がある。

〔1〕Naganuma

別 冊GRAMMARANDGLOSSARYで 新 出順 に英訳 を示す。

〔2〕Maて ヒin

VolabularyI亡emsと して本文 の次 に置 き,品 詞別に分類 する。

〔3〕Jorde自

BasicDialogueの 個 々の文 の前 に,そ の文 中の新語句を抜 き出 して,

英 和対照で示す点 が他 と変 ってい る。

NotesontheBasicDialogucは 本 文 のあとで,新 語句の うち特に意

味 ・用法の注意 を要す るもの について・ くわ しく説 明す る。
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〔4〕ICU

Vocabularyを 文 法 解 説 の あ と に 置 き,つ ぎ に 来 るPattetnPractice,

Conversation,ReadingandWriting中 の 新 語 を 提 出 し,品 詞 別 に 分 類

す る 。 語 数1,200。

〔5〕Yoロng

NewVocabularyを 文 法解 説のあ とに置 く。 活用語は本文 に出 た活

用形のまま示 し,接 続す る助動詞 ・助詞 をカ ッコで包 む。訳 を示す のみ。

説明を要す るものは次のNotesに まわす,

IV文 法

〔1〕Naganuma

別 冊GRAMMARANDGLOSSARY中 のGamma【andCon-

Struction。 文 法に深入 りしなV・で,学 習者 に分か りやす く書 いてあるが,

そ れで も自国語の文法に さえ弱い者はむずか しい とい う。

〔2〕Ma沈in

StructureNOtesと い ってシ 文法 とい うこ とぱ を使 っていないが・文

法の解説に この書の大部分 のページを使 っている。第7課 では47ぺ 一

ジに及ぶ。ある項 目についてくわ しい とい うよ り,解 説の範囲が広い。

例文 も十分に与えて・本文 を補 っているが,そ れな らやは り本文に織 り

込んで出すべきだろ う。 とかく文法的な解 説は一般の学習者に敬遠 され

やすい。

〔3〕Jorden

GrammaticalNotes文 法の解説は5種 の うちいちばん詳 しV・。例 文

や表 も多い。大判に小さい活字で10ぺ 一ジ以上にわたる こともある。

前書 きに よると,言 語学的素養 のないtutorは 解 説 をしてはいけない,
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本書 の解説または専 門のlinguistに まかせ よとあ る。 アメ リカの 目本語

授業では,1inguistとinformantが 分 担 して授 業を行 な うところが,し

ぱ しば ある。専門のlinguistの み が解説 を受 け持 ち,informantま た は

drmmas【erは 教 材 に与 え られた練 習を忠実 に行 な うこ とのみ を要求 さ

れ,決 して解説 を してはな らない とされ ている。

〔4〕ICU

Gmmmarは 文 型の次にあ って・比較的簡潔。 解説 とい うよ り覚え書

きの よ うなもので,教 師 に人 を得れば,こ れで十分 と言え る。

〔5〕Young

Notesで 文 法を扱 うとともに,NewVocabularyの 訳 だけで足 りな

い ものを補 う・文法 とい う項 目を特に避 けた とみ える。

各教科書 とも,文 法の解説は教室外で学習者が 自習 自得すべ きもの と

しているが,言 語専攻者は別として,学 習者が文法の解説を読んで十分

に理解することはあまり期待できない。授業中に文法の解説をしないで

文法事項を 会 得させるような 練習が 必要である。特に文法に興味を持

ち,よ く研究する者も時にはあるが,そ ういう者にこそ普通以上の練習

量が必要であである。

V練 習

入門期の授業は練習に始ま り練習に終わると言 ってさしつかえない。各

教科書 とも練習に最もカを入れている。

〔1〕Naganuma

別 冊SubstltutionTablesが あ り 各 課 に か な りの 量 の 口頭 練 習 を 与 え

る が,方 法 と して は 単 調 。BasicSentencesの カ ッ コ の 中 の 語 句 を 変 え
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て文 を言 わせ る文型練習,別 冊Practic¢Book中 のPromnciatbn

Exeτcise(第7課 まで),ComposiDnExerciseな どで変化のある練習が

できる。この教科書 は能力のある教師 の活躍 する余地 を残 してい る。そ

の点JQrdenと は 対照的、別冊の練習帳 で宿題 を多量 に与 える。

〔2)Martin

Exerciseが あ るが分量 は少ない・ 教師が練習 を補 わない と足Pな い。

〔3〕Jorden

SubstitutionDril1,ResponseDril1,GrammarDri11,ExpansionD【i11,

LevelDてm,

〔4〕ICU

PattemPmcrice,RecitatlonofConve【sat至on,WQrkBQok.

〔5)Young

PronunciationPractice(巻1の み),PattemDri11,Substiεution

Dri11,ExpansiQnDrlll,TransfQrmationDri11,ResponseDri11,Mixed

Dτ 皿,Comblq3tiQロD【 呈U,E-JD【m,ReviewDrlll,Exerdseと 種 類

が 多 く 練 習 の 変 化 に 富 む 。

教科書中に印刷 されている練習は,授 業中にただ教師のあとをつけて

言わせるだけではいけない。本をとじたまま正 しい発音で言わせ,自 習

のとき,暗 唱するまで練習させ・次回の授業でも う一度繰 り返えす。で

きなければ何回で も繰 り返えす。その上で,問 答や会話に使 って練習す

る。発音の矯正 も忘れてはな らない。
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VI聞 き 取 り

〔1〕Naganuma

Praα 七eBookの 中 に あ る 。

〔2〕Martin

Compr曲 εn5めn(」 の み 〉.

〔3〕Jorden

SupP1εmen搬rアMa亡erial(」),SupPlemen亡aryTelephoneConversa-

tion(宜.」),Sbor亡Supplementa【yDialogue(」),QuestionSuPple-

mentary(」),Greetings,FarewellsandAssoてtedSmaliTalks(E-J)

な ど,課 に よ っ て,そ の 中 の い くつ か を 載 せ て い る 。

〔4〕ICU

InformaIC・nversation(」 一E)・

〔5〕Young

復 習 とテ ス トの 課 に 聞 き 取 りの 問 題 が あ る 。

聞 き取 りは 単 に 聞 か せ る ば か りで な く,内 容 の 把 握 を 確 か め な くて は

な ら な い 。 そ の 方 法 に は,問 答 口 問 筆 答,筆 問 筆 答 ・ 動 作 で 表 わ す ・内

容 の 要 約 を 話 させ る な どの 方 法 が あ る 。,

VIIテ ー プ

音声言語の学習であるか らには,自 習にテープや レコー ドなど音の出る

ものを使 うことが望ましい.教 師の声を聞きながら自分も録音出来る型の

レコーダーならいっそ う効果的である。
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〔1〕Naganuma

BasicCourse,SubstitutionTablcs、

〔3ユJordeロ

BasicDiaiogue,Dr111s,Suppleme怠taてyMa亡erials,

〔4〕ICU

PatternPractlce,Conve【5atbn,

V1皿 復 習 と テ ス ト

〔5〕ReviewLesson5各 巻2課,ExerciseandSampleTest各 巻 末1

課 を 当 て,全 体 か ら見 て ・ か な りの 量 を 取 っ て い る こ と に な る ・

テス トの方法 ・問題 ・間隔などは学習効果 と密 接な関係 があ る。間題

の種類 ・ね らい ・形式な ど,Youngの ものが参考 となる。

D【 文 字

〔1〕Naganuma

入 門期 の終わ りごろか ら,PracticeBQokに よ ってひ らがなの練習 を

は じめる。50課 が終 わるとす ぐ長沼直兄標準 日本 語読本巻 工にはい る

が,こ の本 の第1部 は ローマ字 で習った50課 の本文 をひ らがな カタカ

ナ と漢字20G字 を使 って表記 したもの5こ こまでを入門期 と考え るこ と

もで きる。ふつ う40～60時 間 でこの第1部 を終 え る。文字の筆順,読

み(音 ・訓 とも),由 来,熟 語などを示 した別冊漢字帳 が各巻 に付属す る。

〔2〕Ma【[in

ひ らがな を習 うな ら6課 を終 えてか らとし,8課 を終えて上記の標準

日本語読本 で文字 の学習を始める ことがで きる としてい る。ひ らがな学
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習用 の 教 材 と し て,GardnerandMaτtjn,AnIn喧roductientoModem

Japaneseorthography-1・Kanaを 推 して い るD

〔3〕Jorden

文 字 は 本 書 のPartI,PaltIIを 完 了 して か ら,ChaplinandMartin,

AManualofJapaneseWritin9に つ い て 学 ぶ よ うす す め て い る 。

〔4〕ICU

第1課 にはい る前に,発 音 とともに,ひ らがなをマスターす ることを

要求 している。第1課 か ら漢字 を教 える。別冊漢字表 に筆順 を示 し・書 ・

き方の練 習を与えてい る。

〔5〕Young

巻IIか ら文字 を教 える,各 課 のNewKanjiで,新 出漢字の読み,

意味,由 来,筆 順,用 例 を示す。漢字数 は309。

上記のように,文 字を教えは じめる時期については各著者それぞれ意

見を異にする。著者の日本語文字についての認識の相違によって意見が

大きく分かれる問題だが,学 習者の条件,学 習の目標・教師の条件・教

育環境,教 育期間などを無視 して決定することはできない。漢宇の能率

的な,系 統的な教授法も研究する余地がある。

早稲田大学の日本語教育では,入 門の第1課 から,ロ ーマ字をいっさ

い使わないで,ふ つ うの日本語表記で書いた教材を与えている。・一マ

宇の使用によって,せ っかく耳か ら覚えた正 しい発音がくずれて しまう

のを避けるためである。実際の授業では,個 々の課をまず音声言語とし

て扱って練習し,そ のあ と文字の読み書きにはいってい く。
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ま と め

以上見て きた5教 材 には,そ れぞれ巻頭 にIntroductionが あ って,そ

の教科書の使用法,学 習者の心得,教 師への 注意 などが 述べ られてい る。

Jordenの が最 も長 く,29ぺ 一ジを占め、その うち25.ぺ 一 ジは発音 につ

いての 詳細な 記 述に 当て られてい る。おの おの の 著書が 述べ てい る こと

は・ ほぼ共通 して いる。それ に私見 を加 えて,入 門期教材の扱 い方 と して,

つ ぎの ことをあげてお く。 これ らは,他 の教材 を扱 うときに も,そ の まま

あてはま ることである。

〔1〕 日本語学習の基礎は,音 声言語によって 日本人 と意思 を伝え合 う言

語習慣 を体得す ることにある。

〔2〕 したがって,日 本人のふつ う話 している日本語を,ふ つ うの速度で

理解し,表 現す るように訓練する。

〔3〕 授業中はもちろん・授業以外のときも教師が 日本語以外の言語 を使

って話すことは避ける。

〔4〕 基本文型の反覆練習と,文 型の結合 ・延長によって 日本語の理解 と

表現の能力を得させ ることに重点をお く。

〔5}授 業中は教科書を開かせないで,で きるだけ耳で聞いて理解 し,口

で表現する訓練を行なう。

〔6〕 語句の意味,文 法の解説は学生が 自習するもの とし,授 業ではもっ

ぱら練習に専念する。

〔7〕 授業では 日本語についての解説を与えるよりも,場 面 ・情況の設定

によって語句の意味 ・用法を会得 させるようにする。

〔8〕 目本語と母国語の間に相似を求めさせないで,相 違点を学ばせ る,

〔9〕 教具 ・テープ ・フラッシュカー ド・絵 ・実物 ・模型などを十分に用

意 して,音 声言語のみによる学習の単調化 を避ける。
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〔10〕教科書の足 りない材料を補 うように,例 文などを工夫 し,用 意 して

お く。

日 本 語 教 材 書 目

(主として入門期に関係のあるものから選んだp英 語以外の外国語によるものは省いた。)

1)H・ 」・Weintz多/卿 瑠∬Grロ 耀躍ロr,Hirsc}】 色ldBfothe【sンL㎝don,1904・

2)ArにhUfRose-lnneSlO〃 〃θ〆∫6∬oπ41∫ 卿 〃85♂ル ァB88'朋 館み/ゆ ㎝8∫gR餌 詑〃8ノ 扉

B卿 励 β汀VolsI～VlBθ8加 〃8〆'P'`'10初 ワ4Cが 聯 ♂ゾψ 朗 β∫♂C加 加 醜r∫`∫ 婦Go加 一

po卿 ゐ,Yoshi㎏waンYoko㎞a,1916.

3)W孟n三a皿M,McGovemlO砺g躍'4!/4勿 〃85♂,丁 四bner,London,

4)JQsep血K・Y目magiwa;』 ～fo論規Cρ 〃〃餌 π!'o加1/ψ 餌 既 ・McGmw-HillBook

Co.1942.

5)SorgeElis舘e任andEdwinO・Reischauer∋E々 耀餌 吻ワ ∫ゆ4〃858ノ 乙rCo'を 望

5朔d醒5,HaてvardUniv.Pr己ss,1944.

6)BcmardB星ochandEleanoエHa【zJo【denl5加 勧"/御 ♂甜,Ya里euniv.P麗ss.

7)Na㏄Naganロma;Bσ 伽/卿"θ ∫8`留 ノ∫8,G■ammarandGlossary,Substitudon

Tabl㏄,P皿ticoBookPartsI&H,長 風 社,1950,

8)長 沼 直 兄=再 訂 標 準 日本 語 読 本,WQrdBook,KaniiBook(以 上 巻VIIIま

で)PraCticeBOQk(巻1∬ ま で),長 風 社,1950・

9)EllzabethF.Ga㎡nerandSamuelEMartin;/望 解1"'触 吻`"o"!o』 》o漉 耀

1卿 πg∫βOr伽8rψ 妙 一1.Kana,IostituteofFarE麗t肛nLmgua即s,YaleUniveτ 一

s産ty,1952,

10)ル ー テ ル 日本 語 学 校=日 本 語,巻1,II.ル ー テ ル 教 団1954,1963・

11)S別muelE.Ma【tin;E5∫ 躍 磁!∫ 御 ♂甜,Tutt皇eン1954.

12)国 際 学 友 会 日本 語 学 校:Ni6・ 卿 麗H召 〃4∫f勧'・,1954・ よ み か た ・1959・ 日 本

語 読 本 ・改 訂 版1957(巻Vま で 既 刊)国 際 学 友 会 。

13)Yamagiw翫andShohara:珈 ゑ昭/ψ4"配,Unlv.ofMichigan,

14)MlekoSbimizuHanlMo漉 ヂ離/ゆ 砺 配,1961,加 酵 加臨4'8瓢o伽 ∫ψ 朗 催,

1963;財 σア肋 卯ゑ 勉 ル鰯 θrπ∫ゆ 瑠 ∬,1963;/1`加 濯`84伽 閻 β,MikadoPublishing

Co・,LosAngeics.

ユ5)EleanorHarzJQrdビn茎Bgg伽 囎 伽8』8PartsI&∬,YaleUniv,Pエess,1962.

16)Ichiπ ・Shirato多 丁馳 む 〃'㎎L7π8耀8α ㈱,1卿 脚,αown,1962,C9〃 〃8傭iσ π

M4脚!～ ∫勿 朋 ♂5σC9耀 耀朔U㎎8P'r"o惚 ワ少FourLP,Rccords、

17)RoyAndrewMilier;ノ1/卿 π85θRθ449"σ 耀 凌イL♂ 卿 加 加'西 β 踊o論"3

L卿498,(現 代 日本 文 読 本)Tuttle,1962・
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18)可a㏄Naganumaa且dKiyoshiM併llP7曜 厚σ〆/塑4η β∫θ,長 風 社 」962;f夘r

L.P.Records,

19)AndτewNathanielNelson;ノ π勿 ぼ♂躍一ε㎎ 砂々C加 〆4`'即 五)1`"o勲 ワ,Tuttle,

1962.

20)小 川 芳 男,佐 藤 純 一,日 本 語4週 間,大 学 書 林1963.

21)JapaneseDepa■tment,LGU、 ∋Mo虚 〆"/塑 餅2∬ ノ翻 し厩 雄 ∫'ヶ ∫盈484'∫P4r!1,

1963.Pa質II,PartIII1965.

22)CJ.DunnandS.Y凹ada=T8σ めY61'r"グ/卿,78」8,Eng1正shUnive【si守

P皿ss.

23)P,G.0'NellandS.Yanada;■ 濯 ∫〃〃oぬ`1加!olrr沼 躍/ゆ 緋 訂8野Eng【ish

Univ¢ 岱ityP【 εss,LondoΩ,1963.

24)HamakoItoC』apli旦andSamuelMartiΩlaル ∫溜 即 〆ヴ ノ躍μ π躍 刀,r〃'πg.

25)JohΩYoungandK正mikDNakaiima,L躍 所 ノψo〃9∫θ.・vdsI卿lv.Tokyo,

Univ・ofMa【yland,1964・

26)TamakoNiwaandMayakoMat薯uda:恥 μF`/卿 僧 ∫β声r`o偬g∫'躍48,31∫,Un並v.

ofWashingtQnPress,Seat亡 里e,1964.

27)JuaiiLlium∋Prσ`∫1`躍!諏)o々 σ〃 ノ¢4π θ58,5phonc6beots,三 省 堂1964.

28)HσwardHibbc仁tandGonItasakalMo論7κ ノψ 劒 β5♂・・ 〆4伽 ∫ノ`R躍 漉r,(目

本 現 代 文 読 本)HafvardUniv.Prcss,1965.
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